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鶴峯戊申『語学新書Jとその背景
Concerning Tsurumine Shigenobu’s Gogaku Shinsho 
松村 明＊
The Gogaku Shiηsho （“New Treatise on the Study of Lan-
guage”）， published in the fourth year of Tenpo (1833) in two 
volumes, is known as the first Japanese grammar to be composed 
under the influence of Dutch grammars. Shigenobu had earlier 
published, in the 13th year of Bunsei (1830), a single page leaflet 
under the title Gogaku Kyuri Kuhon Kukaku Sokatsu Zushiki （“A 
General Scheme of the Principles of [the Japanese] language in 
Nine Classes and Nine Cases”）， and the Gog1αku Shinsho is a more 
detailed exposition of the scheme outlined there. 
Shigenobu’s nine classes comprise fit抑留en(nouns), Kyotaigen 
(adjectives), Daimeigen (pronouns), Rentaigen (participial adjec-
tives), Katsuyogen (verbs), Keかogen(adverbs), Setsuzokugen (con-
junctions), Shijigen (prepositions), and Kandogen (interjections). 
His nine cases are the Nominative, Genitive, Dative, Accusative, 
Ablative, Vocative (these six are the set of Taigen Jaji) and the 
Present, Past and Future (these three are the set of Yogen Jaji). 
Shigenobu’s learning was very extensive, ranging over the 
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fields of Japanese, Chinese, Sanskrit and Western studies, and he 
authored numerous works concerning each of these. In the area 
of linguistics alone, one can cite, in addition to the afore-
mentioned texts, his Samashikyo （瑳磨詞鏡） , Gogaku Hituju 
（語学筆受） , ]indai Mojiko （神代文字考） , and Zoho Taisei 
Seigo Kanazukai （増補大成正誤仮名遣） , on Japanese linguis-
tics, the Shibun Ruigo （詩文類語） , ]ukugo ]oshiki （熟語定式）
and ]oji Yoho （助辞用法） on Chinese, the Inkyo Kuju （韻鏡口
受） , Inkytf Densho （韻鏡伝書） , Kura Kujuki （九弄口受記）
and Shogaku ]ibohyo （小学字母表） on Chinese phonology, the 
Shittan Hituju （悉曇筆授） , Bongo Shin 'yaku （党語新訳） , and 
Shittan Senryakusho （悉曇浅略抄） on Sanskrit, and the Gar-
a ma ti.初 Gogaku（ガラマチカ語学） , Yobun Honyaku Benran （洋
文翻訳便覧） , Yago Haおhoka（洋語背請歌） , Ran’on Kanazu-
kai （蘭音仮字格） , Hayabiki Ranjitsu （早引蘭字通） , and Oran-
da ]ukugosh註（和蘭熟語集） concerning Western (Dutch) linguis-
tics. 
The approach to Japanese lingustics adopted by Shigenobu in 
his Gogaku Shinsho （語学新書） shows evident similarities to 
that of his studies not only of Dutch but of Sanskrit, as well. 
Thus, while there is no question that the Gogaku Shinsho （語学
新書） is directly influenced by Dutch grammars, the close rela-
tionship between this work and its author’s studies of Chinese 
phonology and Sanskrit should not be overlooked. The purpose 









































































































































































































































































































































天下之言語各種不同。市其別僅不 レ過二等 。日訓語。日韻語是也。如 園
語及印度語 。謂二之訓語 。如 漢語及学露語 。謂 之ー韻語 。而至 一其
品格 。則訓韻二語為一．同一種 也。悉談有 八ー時声 。所レ謂体言及体言助
辞縛析之法也。西洋語法有 九等六格。或為 十品四格、九等即体用諸言
是也。六格即九等之第一等。体言助辞分析之法也。十品即九等中。分 ．体言
為一二等 也。四格即六格中除 e呼奪三格也。戊申前従 一十品六格。後論
定以為 一九言九助辞 。蓋九是洛書之極数。有 e天地 来、不 レ可レ易之定式
（以下略）
資料8
党語新語
鶴峯戊申著
万園ノ言語同ジカラズトイへトモ。其品格ニ診テハ何レノ園モ違フ 1ナシ。漢
語法ハ既ニ語学新書ノ各候ニ引タル文例等ニテ心得べシ。ナホ封考ノ局ニ。党
語ノ八時声十羅声。西洋ノ六格又用言ノ助辞法ナドヲノ＼。ーワタリ心得オクベ
キワザ也。ソガ中ニ六格ナドノ＼。カノ園ノ語典ヲ訳セル書ナドモコレカレ有パ。
ソヲ見テサトスべシ。八縛声ノ如キノ＼。唯其名ノミコトゴトシク聞エテ。其博
ハサダカナラザル1多シ。故ニ今イサ〉カ思ヒヨレル1ヲ云也。 （以下略）
資料5に六つの書名を掲げておきました。実はこれ以外にもまだありまし
て、今日、鶴峯戊申のオランダ語関係のものとしてわかっているものが大体
十前後あります。これについても、解説的なことを少し加えておきますと、
最初に掲げました『ガラマチカ語学』、実はこれはここでは「ガラマチカ語
学」として出しておきましたが「ガラマチカ語学」では、世間では通用しな
いかもしれません。これは東北大学図書館に所蔵されているものですが、同
図書館では『ガラマテの語学Jという書名になっております。 『国書総目
録Jなどでも、 『ガラマテの語学jという書名で出ておりまして、 『ガラマ
チカ語学Jという書名ではどこにも出てまいりません。しかし、ここに全巻
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の写真がありますが、その冒頭には「ガラマチカ語学Jと書いてあります。
これが、どういうわけか、登録されるときに『ガラマテの語学』になってし
まったようなのです。ですから、世間的に言えば、これは『ガラマテの語
学jと言わないと通らないかもしれません。これは紙のこよりで綴じた、ほ
んの十枚前後のもので、内容はオランダ文典の翻訳のための心覚えというか、
翻訳の訳語・訳文をメモ風に書きしるしているもののようです。しかも、そ
の始めに、 「第二首篇」とあり、その下に、 「セインタキス、文章Jという
ように書いてあります。オランダ文典の文章論だとしますと、これはだいぶ
新しいものではないかというふうに考えられます。オラン夕、の原文によるオ
ランダ文典の日本での翻刻書『和蘭文典Jが天保の末年から嘉永年間へかけ
て出版されますが、その後篇の方が「セインタックス、文章論」で、これは、
それの翻訳のためのメモのようなものらしいのです。その『和蘭文典Jの翻
訳書が安政年間になるといろいろと出版されますが、もしそれらの翻訳書を
利用しているとしますと、鶴峯戊申のオランダ語学関係のものとしては、む
しろ戊申晩年のものかもしれません。鶴峯戊申のオランダ語学関係のものは
だいたい入門書的なものが多く、まとまった形で文法を説いているものなど
はあまりないのですが、その中で比較的まとまった形のものとして『洋文翻
訳便覧Jがあります。最初に総論的なものをあげて、あとにオランダ文を翻
訳するための具体的ないろんな注意事項と実際の訳文例がずうっとあげであ
るものです。資料6に無窮会図書館所蔵の写本『洋文翻訳便覧Jの一部を示
しておきました。ここに『語学新書jの成立事情を考える上で非常に参考に
なることが書かれております。 「熟語ヲノ＼。和蘭文典ニ教タル。十品四格。
ニテサトスベシJとあって、ここに十品四格として十の品詞と四の格があ
がっております。最初が実名詞、次が冠詞、それから附属名詞、数詞、代名
詞、動詞、副詞、前置詞、続詞、歎息詞の十品詞です。そして、その次に
「文典ノ十品四格ヲ．学ブニハ．九品九格ヲ．先覚ユベシ．」としてここで
九品九格、要するに十の品詞のうちの冠詞を省いた九品詞で、オランダ語に
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おける四格というのを更にいろいろふくらませて九格という形にして、ここ
で九品九格になっております。これが 『語学新書』のいわゆる九品九格の中
に生かされているということなのです。とにかく、こういうふうにしていち
おう『語学新書Jがオランダ文典を土台にしていることははっきりしている
わけですが、 一方で鶴峯戊申には悉曇関係それから漢語学、韻鏡研究などが
あります。韻鏡研究は漢字音が中心ですので、あまり文法のことは出てきま
せんが、実は韻鏡研究関係の中にもこの九品九格のことなどが関連してノー
ト風に書かれたりもしてはいるのですが、とにかく直接的には韻鏡関係の彼
の著書には文法的なものはまともな形では出てきません。しかし、悉曇関係
や漢語学の著書では、九品九格としていろいろな記述が見られます。それを
資料7・8に一つずつ出しておきました。資料7の『熟語定式』は、漢語
学・漢文法の書物です。ここに見られますように、漢文法を説くのにも、や
はり『語学新書Jと同じような、或いは似たような立場から、漢語の品詞及
びその働きを九つの品詞、九つの格としてとらえてゆくということが出てお
ります。資料7に出しましたものは『鶴峯戊申著書Jとして、オランダ語関
係、悉曇関係、漢語学、韻鏡関係のものなど、数種類を合わせて一冊に合冊
した形になっておりまして、国立国会図書館所蔵のものです。その中にこの
『熟語定式』が入っているのです。資料8もやはり同じ『鶴峯戊申著書Jの
中に入れられている 『党語新語Jです。 『党語新語Jは単独の写本としても
無窮会図書館ほか二、三の所に所蔵されておりますが、ここに出しましたも
のは国立国会図書館所蔵のものです。彼の悉曇及び漢語学、あるいは日本語、
そういうものを含めての基本的なもののとらえ方の考え方が出ておりますの
で引用しておきました。その冒頭のところに、 「万園ノ言語同ジカラズトイ
へトモ。其品格ニ於テハ何レノ園モ違フ 1ナシ。漢語法ハ既ニ語学新書ノ各
候ニ引タル文例等ニテ心得べシ。ナホ封考ノ局ニ。党語ノ八縛声十羅声。西
洋ノ六格又用言ノ助辞法ナドヲノ＼。ーワタリ心得オクベキワザ也。ソガ中ニ
六格ナドノ＼。カノ園ノ語典ヲ訳セル書ナドモコレカレ有パ。ソヲ見テサトス
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べシ。八縛声ノ如キハ。唯其名ノミコトゴトシク聞エテ。其博ハサダカナラ
ザル1多シ。故ニ今イサ〉カ思ヒヨレル1ヲ云也。云々」とあって、八時声
のことを中心にして、この『党語新語jは書かれております。 「万園ノ言語
同ジカラズトイヘトモ。其品格ニ於テハ何レノ園モ違フ 1ナシ。」というふ
うに言っておりまして、戊申によりますと、世界の言語は基本的には同一の
性格のものとして行なわれており、従って、これを説くのに当然同ーのとら
え方をすることができる、それが日本語を通して具体的な形でまとめられた
ものが『語学新書』にのべられている九品九格なのだ、ということなのです。
こういうことについては、粛藤春昌によって書かれた『語学新書』の序言の
中でも説かれております。この序言では「師日」として出ていますが、鶴峯
戊申によれば、天地の聞いっさいのもの、すべて言葉の面も同じような原理
からできているのだということであります。たまたま、オランダ語の文典に
接することによって、それ以前、悉曇のいわゆる八縛声などを通して考えて
きたことが、オランダ語の文典などにも共通する面があることに戊申は気が
ついたわけです。これはある意味では当然なわけで、サンスクリットとオラ
ンダ語とは、印欧語として共通性があるものですから、オランダ語を学ぶこ
とによって、悉曇を通して考えてきたことが裏付けられたわけです。言葉の
本質といいますか、言葉の共通性がここにあるというように、彼は受け取っ
たように思われます。従って、これを漢語法にも適用し、更に日本語にも適
用する。それが特に、日本語の文典として具体的な形になったのが『語学新
書』というものになったものなのです。ですから、 『語学新書』という書名
にもおそらく、彼はそういう意味をもたせているものと思われます。つまり、
「語学」というのは日本語の学というのではなく、語の学、言葉の学、むし
ろそういう一般的な意味をもたせたものと思われます。資料2に戊申の自序
として引用しておきましたが、戊申によりますと、 「ことばまなびのあたら
しぶみのはしがき」とあって、 「語学新書」というのを和語風に読むと「こ
とばまなびのあたらしぶみ」となります。 「ことばまなびjは、 『語学新
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書jにおいて、日本語を通して具体的な形で品詞及びその各品詞の使い方を
九品九格という形で説明されているのですが、戊申の真意はむしろ日本語の
そういう中にも、世界各国共通のものがあるという考え方が基本にあったよ
うです。戊申以前には、具体的な書名としては「語学jという名をつけたも
のはないようです。鶴峯戊申には、 『語学新書Jのほかに、 『語学筆受Jと
いう写本が伝わっております。内容は『語学新書Jとほぼ大同小異ですけれ
ども、これもたまたまこの『鶴峯戊申著書』の中に合綴されております。こ
の書物では、その前に『磨光韻鏡聞書J、つまり韻鏡関係の本がありまして、
そのあとにすぐ続いて綴じられており、その上、これが小さい形で『語学筆
受Jと出ているものですから、書名というよりは、 『磨光韻鏡聞書Jの中の
一つの区切りのように受け取れたものだと思います。 『語学筆受』という独
立の書物として扱われておりません。しかし、明らかにこれは、ここで内容
がかわっておりまして、この『語学筆受jの方は、 『語学新書Jと同じよう
なことが具体的に説かれています。鶴峯戊申が実際に自分で『語学筆受Jと
いう書名をつけたものか、あるいは鶴峯戊申のそういう語学関係のものを弟
子が筆記して、それを弟子の方で『語学筆受Jという書名にしたか、それは
わからないのですが、とにかく鶴峯戊申の説を受け継いだ写本の中に『語学
筆受Jという、もう一つ「語学リという書名のものがあるわけです。ですか
ら、 「語学」という言葉は、どうも鶴峯戊申一派の人々の聞に行なわれるよ
うになり、むしろ、それは鶴峯戊申の言葉の学問、特に文法が中心ですが、
世界の言語の文法というものは一つの原理で説明できるという考え方がその
土台になって、それがたまたま日本語を通して具体的な形でまとめられた場
合に、それを「語学」というふうに言ったというように思われます。御承知
のように、 「国語jという言葉が書名の上に出てくるのも、鶴峯戊申より少
しあとで、したがって、戊申の語学関係の著書に「国語」という言葉が書名
の上に出てこないのは、ある意味では当然かもしれないのですが、鶴峯戊申
は、むしろ日本語のことを通して、言葉そのものの文法的なものの原理をこ
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こで展開しようということで、 『語学新書』という書名ができたと理解した
方が、少なくとも、この中で説かれている彼のいろんな言説を見ますと、そ
う受け取ってよいのではないかと思われます。ただし、これは世界の言語の
認識がまだ十分に行なわれていないこの時代において、この書物の中で説か
れていることは、いわゆる言葉一般の文法的な扱いとしては、非常に現実と
離れたものであり、特に日本語の文法ということになりますと、悉曇やオラ
ンダ語学などを通して、それにもとづいた、こういう九品九格の扱いという
ものがいろいろ実際面では不都合なことが多くあったわけです。そのために、
『語学新書』そのものも、ある意味で、こういう西洋的なものを受け継いだ、
まとまった文典の最初のものとして、いちおういろんな人に当時広く読まれ
たわけですが、それは『語学新書』は随分版を重ね、書名も『語学新書』だ
けでなくて、 『詞葉の錦Jそのほかの書名でも出ていることでもわかります
が、内容的には、折角、彼が西洋の文法を通して日本語の文法を見直すとい
うことをしながらも、その後の日本語の文法研究にはほとんど実際には直接
の影響なしに終わったということになったわけです。
今日は、国語学史の上で必ず出てくる『語学新書』というものが、オラン
ダ文典からの直接の影響によって生まれたと、そういうことばかりが強調さ
れておりますものですから、必ずしもそういうことだけではなく、 『語学新
書Jそのものは、もう少し別の観点からも見直されるべきだということを申
し上げようと思って、お話し申しあげた次第です。
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